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下大和田・小山町谷津田だより －2026年 ８月 No.294号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田の活動＞  

第318回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い   2026年 ７月 ５（日） くもり時々小雨       

６月 30日に下大和田の谷津田と森が、環境省の自然共生サイトに認定された（計画名：千葉市下大和田谷津

保全活動実施計画～リスの棲む森 いのちのにぎわいとつながり～）との連絡がありました。下大和田の環境

と生きものたちの貴重性が、国レベルで認められたことになります。 

認定された直後の観察会は朝から時々小雨が降るあいにくの天気でしたが、14名の熱心な参加者が集まりま

した。田んぼを歩くと、水田雑草のヘラオモダカやタコノアシ、サンショウモなどがありましたが、これらも

今では貴重な植物です。森では 3年前にこれも貴重種のトモエソウ群落がみられましたが、今年は見つけるこ

とができませんでした。 

これからも毎月第一日曜日に観察会とごみ拾いを実施していきますので、まだ下大和田を訪れたことのない

方はぜひご参加ください。   参加者１４名（大人１１名、大学生２名、小学生１名） 報告：田中正彦 

                   

新駐車場、スギの伐採事前整備  2026年 ７月１２（日） くもり  

曇り空ですがムシムシと暑い日でした。これまで森の中の駐車場を拡張してきましたが、入り口を広くしよ

うという事になり、そのための準備として、入り口周辺の整備をしました。 

不要な木を倒し、過去に伐られてこの場に置かれた丸太や枝など、半ば腐っていますが、片付けました。出

てきたゴミも袋に入れてまとめました。これで入口の大木を専門の人に伐ってもらう準備ができました。 

梅雨明け宣言は聞いていませんが、夏はもう間近。ニイニイゼミが鳴いていました。 

参加者１２名（大人８名、大学生１名、小学生２名、幼児１名） 報告：平沼勝男 

 
新駐車場、スギの伐採補助作業 2026年 ７月１８（土） くもり時々はれ 
森の中の駐車場を広げる活動をしていますが、駐車場の入り口が狭いという問題がありました。入り口を広

げるためには大きな杉の木を伐る必要があります。しかし杉の木のすぐ隣に電線があり、我々の手には負えな

い作業でした。そこで里山センターから専門家 3名に来ていただき、伐ってもらいました。木の伐採は常に危

険が伴う作業です。しかし、さすが専門家は危険の可能性をとことん抑えて作業を進めていました。その内容

はまさに良いお手本でした。我々も普段から森の木を伐ることはしていますが、今回、見学できたことはとて

も良い勉強になりました。作業の合間に田んぼを見ました。稲はぐんぐん伸び、50センチを超えています。雑

草も少なく順調に育っていました。  

参加者１０名（大人６名、大学生１名、小学生２名、幼児１名）報告：平沼勝男 

 

 下大和田川遊びの準備「水路の草刈り」 2026年 ７月１９日(日) 晴れ   

梅雨明け直前の真夏日でした。過酷な暑さにもかかわらず、大勢の方々が駆けつけてくれました。週末の川

遊びが安全に行えるように、水路の整備をしました。 

水路の中や周囲の草を刈り払い機と鎌で刈り取り、アシ,マコモ,ショウブなどの植物を片付けました。水の

中は涼しく、気持ちが良かったです。森の中では、ウグイスやガビチョウが賑やかでした。 

参加者１３名（大人７名、大学生１名、高校生２名、小学生２名、幼児１名） 報告：高橋久美子 

 

第319回下大和田 YPP「お楽しみ会 川遊び」 2026年 ７月 ２５（土） 薄曇り 
夏休み特別企画として川遊びの会を行いました。募集に応募された初めてのご家族もいました。この日の

ために川の周辺の整備を一週間前にしました。当日も川の水位を下げるために、下流域の除草をしました。

スタッフから注意事項や魚のとり方の説明がなされた後、参加者の皆様はいよいよ網を手に川の中に入りま

す。足元が悪く、水も濁り、皆さん恐る恐るです。最初のうちはなかなか思うように捕れません。スタッフ

が近くで捕り方を教えます。時間が経つにつれコツがわかってきたようで、ザリガニやドジョウ、メダカな

ど次々と捕れるようになりました。 

この日は薄曇りでしたが、気温は高く蒸し暑い日でしたが川の水は冷たくとても気持ちよかったです。川

から上がり、捕獲した生き物の説明がスタッフからありました。皆さん夢中で耳を傾けてくれました。そし

て最後に、この日に捕れたザリガニを塩ゆでに。お湯に入れてすぐに真っ赤になるエビに驚き、食べてもお

いしくて喜んでもらえました。お子様にとっては忘れられぬ経験になったのではないでしょうか。  

 参加者２４名（大人１４名、大学生１名、小学生８名、幼児１名） 報告：平沼勝男 
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＜小山町の活動＞ 

☆第 247 回 小山町 YPP「田んぼの草取り」 ７月１１日（土） 晴れ 
ほぼ梅雨も明けたのではないかと思われる気温 32度の暑さの中、ガビチョウの元気な声に励まされながら

古代米を植えた田んぼの草取りをしました。なかには黒米のあるべき場所に丁寧にヒエが植えられたりして

いましたが、なんとか 2時間ほどで作業を終えることが出来ました。 

参加者４名（大人３名、小学生１） 報告：柳町健治 

 

☆小学校田んぼのイノシシよけネット張り 7月 29日（水）晴れ  

小学校田んぼに植えたコシヒカリの穂がほぼ出揃い、モミが膨らみはじめています。これからの季節、米を

食べにイノシシが田んぼに入り込むことがあるので田んぼの周りにネットを張りました。真夏の強い日差しの

下での作業でしたが、学校の先生方のお手伝いもあり、短時間で張り終えることができました。稲刈りまであ

と 1か月と少し。無事育つことを祈っています。        参加者５名（大人５名） 報告：高山邦明 

 

【谷津田・季節のたより】 2026年 ７月 

＜下大和田町＞ 報告 平沼勝男 
7/ 5 田んぼの稲の様子を見行くと、稲にアジアイトトンボのペアが交尾をしてとまっていました。草むらに

ベニカミキリを見ました。この辺ではよくみかけます。クヌギの下にノコギリクワガタがいました。最近見な

くなったので、姿を見て安心しました。 

7/18 道路わきの草むらで、ニイニイゼミが羽化をしている姿をたまたま見つけました。 

7/20 ウグイスがまださえずりをしていました。元の YPP 田んぼの畔でヒクイナのヒナ 2 羽が歩いていました。

美しいタマムシが飛んでいました。小川ではハグロトンボ♂が盛んに縄張り争い。森では♀1 頭を見かけまし

た。ニイニイゼミが森で鳴いていました。 

 

＜小 山 町＞  報告：夕（碇夕子）・明（渡辺明美）・無記名は高山邦明 

セミの初鳴き：ニイニイゼミ 7/13、クマゼミ 7/20、ヒグラシ 7/22、アブラゼミ 7/24、ミンミンゼミ 7/26、

ツクツクボウシ 7/29 

草花の開花：アキノタムラソウ 7/3、ヤマユリ・コマツナギ 7/6、エノコログサ 7/8、ノカンゾウ・アキカラ

マツ 7/14、ヤマノイモ 7/15、カラスウリ 7/16、セリ・ミズヒキ 7/17、ヒヨドリバナ 7/24 

観察記録：7/3 田んぼの畦の草むらにヒクイナの卵が 2 つ産み付けられていた。 7/5 林からサシバが 2 羽飛

び出す。親子か、地元の方の田んぼでコシヒカリが出穂、体長 10センチを超える大きなヤマナメクジが道路を

はっていた、田んぼにタイコウチの幼体や卵を背負ったコオイムシの姿（夕・明・高） 7/6 田んぼにアオサ

ギの羽根が散乱。 7/7ハナイカダにたくさんの黒い実 7/8ウスバキトンボが田んぼの上を飛ぶ。 7/9マユ

タテアカネが羽化、夏型のホソミイトトンボを見る。 7/10モズの幼鳥の姿、ホソミオツネントンボの若い個

体 7/11田んぼにウスバキトンボの若い個体、草むらからキリギリスの声がする。 7/14モズが高鳴き、再び

田んぼにアオサギの羽根が散乱。 7/15ヒクイナの鳴き声がする（これ以降、ほぼ毎日声を聞く）。 7/17オ

オヨシキリのさえずりがしなくなる。 7/19真っ赤なショウジョウトンボを久しぶりに見る、第２世代か、実

に久しぶりにカブトムシを見る。山道に小さなヒキガエルがたくさんいた（夕・明・高） 7/22ギンヤンマの

カップルがつながって田んぼの上を飛ぶ、谷津の上空高いところをオニヤンマが飛翔 7/23オオヨシキリが田

んぼで蛾を捕まえる。 7/30早朝、子連れのイノシシ 2組をみかける。 
 

【イベントのお知らせ】主  催：ＮＰＯ法人  ちば環境情報センター 

＜下大和田谷津田＞  連絡先：小西 TEL.090-7941-7655  ,  E-mail  ：  yatsudasukisuki@gmail.com 

・第 320 回  観察会とゴミ拾い   

日  時：2026年  ９月  ６日（日）  ９時 45分～１２時    雨天決行 
内  容：秋の花が咲き始め、赤とんぼも色付く頃です。トンボの調査をしながら谷津と森を巡ります。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長靴、帽子、ゴミ袋、敷物    参加費：100 円 

＜小山町谷津田＞   

▼第  248 回  小山町  YPP「田んぼの草取り」 田んぼの草取りや畦の草刈りをします。 

日  時：2026 年  ８月１２日（水）  ９時～１１時  ☆小雨決行 

場  所：小山町谷津田（千葉市緑区） 

持ち物：長靴（田んぼには入りません）・軍手・飲み物（暑いのでたっぷり） 

☆どなたでもお気軽に参加いただけます。初参加も歓迎です！参加のご希望、お問い合わせは、ceic.ypp.oyama@gmail.com まで

メールでご連絡下さい。 
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